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１．目 的 

 近年、南湖では水草の繁茂による DO の低下

や航行障害等の漁場環境の悪化が問題視され

ている。水草繁茂の原因の一つとして、底泥

に蓄積した栄養塩があげられている。そこで、

本事業では底泥に蓄積した栄養塩の状況を把

握することを目的に、底泥栄養塩の鉛直的な

分布状況を調べた。 

２．方 法 

 平成 28年 12月から平成 29年 2月にかけて

南湖 16 地点（図 1）でアクリルパイプを用い

て柱状試料を採取した。採取した試料は、表

層から順に 0-5cm、5-10cm、10-20cm、20-30cm

と 30-40cm の層別に区切り、それぞれ全窒素

（TN）、全リン（TP）と強熱減量（IL）を調べ

た。なお、調査地点のうち地点 1 と地点 8 は

底質が固く、それぞれ 10cm 層および 20cm 層

までの試料しか得られなかった。 

３．結 果 

各調査地点の表層（0-5cm 層）の TN は 0.42

～3.15mgN/乾泥 g（平均値 2.06 mgN/乾泥 g）、

TPは 0.10～0.47mgP/乾泥 g（平均値 0.32 mgP/

乾泥 g）、IL は 1.5～10.6%（平均値 7.3%）で

あった。10-20cm 層の TN は 0.14～3.16mgN/

乾泥 g（平均値 1.19 mgN/乾泥 g）、TP は 0.08

～0.77mgP/乾泥 g（平均値 0.30 mgP/乾泥 g）、

IL は 0.9～10.2%（平均値 6.0%）であった。

30-40cm 層の TN は 0.24～1.35mgN/乾泥 g（平

均値 0.84 mgN/乾泥 g）、TP は 0.12～0.34mgP/

乾泥 g（平均値 0.23 mgP/乾泥 g）、IL は 2.0

～7.1%（平均値 4.8%）であった。地点毎で、

ばらつきはあるものの鉛直分布の全体的な傾

向としては、TN と IL は表層より深い層で低

くなる傾向にあった。TP についても TN ほど

ではないが同様の傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．調査地点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．TN 測定結果（代表として調査地点中央

部の沿岸から沖合にかけての結果を示す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．TP 測定結果（代表として調査地点中央

部の沿岸から沖合にかけての結果を示す。） 

画像作成:カシミール 3D 


